







た. 2000 年の介護保険制度, 2003 年の障害者支援費
制度を導入したことにより, 経営という視点が不可欠
となってきている.
また, 2017 年の ｢医療, 福祉事業｣ 倒産件数は,
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論文要旨
本稿は, 日本の医療福祉領域のための人材マネジメント論の適応モデルに関する理論的枠組みを構築するべ
く, 人材マネジメントの理論的概観として, テイラーの科学的管理法から古典的な人事管理 (PM), 人材マ
ネジメント論 (HRM), 経営戦略論の展開, 戦略と組織の適合 (7Sモデル), アンゾフの戦略的マネジメン
ト論, さらには戦略的人材マネジメント (SHRM) までを歴史的側面から考察した. そして, 主要な戦略的
人材マネジメント・モデルについて 2つ考察したうえで, 現在の医療福祉領域に適応可能なモデルの提示を試
みた. 現在の医療福祉領域において, 適応する人材マネジメント・モデルは, ｢ソフトバージョン・モデル｣
であると検討した. 今後, 戦略的人材マネジメント論の知見を踏まえ, 医療福祉組織の特性や専門職の人材マ
ネジメントに関しても検討しつつ, 事例研究等により医療福祉領域の人材マネジメントの仮説モデルを提唱で
きるように努めていきたい.
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医療福祉領域のための人材マネジメント論の適応モデルに関する考察
A Study on the Application of Human Resource Management Theories








守島 (2008) は, 人材マネジメントを次のように定義
づけている. 『｢企業の戦略達成や競争力維持｣ と ｢人
材としての活用や成長｣ という二つの目的を統合しな
がら行うのが, 人材マネジメントである. さらに, 人
材マネジメントの役割として ｢人材を活用して, 会社
の戦略を達成し, さらに次の戦略を生み出す人材を提























ここにテイラー (F.W. Taylor) の ｢科学的管理法｣











おき, 科学的管理は, ｢科学｣ の不十分さや人間的側
面への配慮の欠如を批判し, 労働者の人間的取扱いを
求める労働運動へとつながっていった.
2 ) 人事管理 (PM) の成立
1920 年にアメリカにおける最初の体系的・包括的
研究がティード & メトカーフ (O. Tead & H.C.
Metcalf) の 『人事管理』 (1920) によってなされて
いる.
森川 (1997) は, ティード &メトカーフ (O. Tead
& H.C. Metcalf) の人事管理論と科学的管理法を比
較することにより, ｢人事管理論は, 採用, 配置, 昇
進, 教育訓練, 安全衛生, 職務分析などの労働力管理



















究がメイヨー (G.E. Mayo) やレスリスバーガー
(F.J. Roethlisberger) によって理論的に体系化され





















て以来, ｢モチベーション論｣ もしくは ｢動機づけ理




(A.H. Maslow), マグレガー (D. McGregor), ハー
ズバーグ (F. Herzberg) などがあげられる. マズロー
は, ｢欲求段階説｣ を唱え, 人間の欲求には, 5 つの
基本的欲求があるとした. マグレガーは, ｢人の問題
こそ企業の 『決め手』 である.｣ とし, ｢経営者が人的





な人間モデルを Y理論と名付けた. X理論は, マズ




たらす要因を ｢動機づけ要因｣ (motivator), 職務不
満をもたらす要因を ｢衛生要因｣ (hygiene factor)





(Herzberg：1966) と述べ, ｢衛生要因｣ だけでは人
間を動機づけることはできないと指摘した.
2 . 人材マネジメント論 (HRM) の台頭
ティード & メトカーフ (O. Tead and H.C.
Metcalf) の著書 『人事管理』 (Personal Administ-




"Personnel Management (or Administration)" と
記され, 1950 年代までこの傾向は, 続くことになる.
また, ドラッカー (P.F. Druker) は, "human re-









1960 年代に入るとマイルズ (R.E. Miles), メギン
ソン (L.C. Megginson) などにより, 人的資源に関
するさまざまな理念, 捉え方, アプローチなどが現れ
てくる.




メギンソンの場合の ｢人的資源理念｣ ないし ｢人的
資源アプローチ｣ は, 企業にとって経済価値ある生産
能力をもち, しかも様々な個人的欲求をみたそうとす















経営の中心に ｢戦略｣ 概念が誕生するのは, 1960
年代のアメリカのチャンドラー (A.D. Chandler, Jr)
の 『経営戦略と組織』 からであると一般的に捉えられ




工場, 機械, 建物, 事務所, 倉庫およびその他販売・








とを明らかにした. そこから ｢組織は戦略に従う｣ と
いう有名な命題を提示し, その後の経営学のさまざま
な分野に大きな影響を及ぼした.














的に展開したのはアンゾフ (H.I. Ansoff) の 『企業














営｣ (Strategic Management) であった .
また, ホーファー & シャンデルは, 戦略的経営
(Strategic Management) を ｢組織体の企業家的な































思決定｣ の ｢戦略的｣ という言葉には, ｢企業の, そ
の環境に対する適応ということに関係のある｣ という





































経営｣ (strategic management of organization) へ
の関心が高まりを見せていくことになる. (岩出：
2002)
マイルズ &スノー (R.E. Miles and C.C. Snow)
は, 企業組織の環境適応に関する分析を通じて経営戦







































を見出す ｢資源ベース観｣ (resource-based view：
RBV) ないし ｢資源ベースの企業理論｣ (the re-









(VRIO framework) を提示している. (Barny：
2002) また, バーニーは, 人的資源・人的資源管理・
人的資源管理システムが企業にとって重要な ｢持続的






















で使われ始めた ｢人的資源管理の概念｣ は, 企業の管
理体制に関する枠組みとして定着してきた. この概念
の最も大きな特質は, 労働者を人的資源と見なした上













ルは, 外部環境である政治的, 文化的, 経済的な環境
圧力の変化に適応しながら, ミッションと戦略に適合
した組織構造と人材マネジメントを示している. (図
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図表 1 ミシガン・モデルの戦略経営と環境圧力

























異なるとしている. (図表 3) 具体的な領域として,
従業員のもたらす影響, ヒューマン・リソース・フロー,
報酬システム, 職務システムの 4つの領域を挙げてい
る. さらに, 従業員のコミットメント, 能力, 整合性,





















図表 3 HRM領域の概念マップ ハーバード・モデル

















































須田 (2010) は, 代表的なモデルとして, ハイ・コ
ミットメント・モデルであるウォルトン (1985) のハ














































































HRMの費用効果, の 4つの C (Commitment, Com-


























































1 ) 東京商工リサーチ特別リポート ｢2017 年 ｢医療, 福
祉事業 ｣ の倒産状況 ｣ http://www.tsr-net.co.jp/
news/analysis/20180105_01.html 取得日：2018 年 5
月 3 日)
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